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「社会に開かれた教育課程」 の理念の実現に向けたコミ ユニテイ ・ スクール
におけるカリキュラム・ マネジメ ントの検討-Y小学校を事例として一 
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本稿の目的は, ある小学校のコミ ュニティ ・ スクールの管理職及びミ ドルリ ーダーを対象と したイ ンタ ビュー調査デー
タより, 「社会に開かれた教育課程」 の理念の実現に向けたコミ ュニティ ・ スクールにおけるカリキュラム ・ マネジメ ン
トの実相について検討することである。
小学校の事例に関する分析の結果, 次の諸点が明らかになった。
① 「社会に開かれた教育課程」 と カリキュラム ・ マネジメ ントに対して, 管理職及びミ ドルリ ーダーは, コミ ュニティ ・ 
スクールを活かした学校 保護者 地域との様々な連携 ・ 協力は 「社会に開かれた教育課程」 そのものであり, 決して真
新しいものではないこと, カリキュラムを創り, 実践化していく ための仕組みや発想が力リキユラム ・ マネジメ ントであ
ること, 教職員全体の理解を深めるためには, まだ馴染みが薄く, 今後の課題であるという認識を有していた。
②コミ ュニティ ・ スクールを活かしたカリ キュラム ・ マネジメ ントの実相と して, 学校 ・ 地域双方が目指すものやお互
いに期待することの共有, カリキュラムの創出, カリキュラムを創り, 実践化するための組織や仕組みづく りとその支援
という営みが見出された。
③コミ ュニティ ・ スクールを活かしたカリ キュラム ・ マネジメ ントの課題と展望と して, 全教職員及び保護者 ・ 地域に
おける共通理解の促進, 地域との連携 ・ 協力の捉え直し, 連携 ・ 協力の目的 ・ 内容の精査 ・ 精選と働き方改革(業務改善) 
が見出された。
本事例の検討及び先行研究の知見より, 「社会に開かれた教育課程」 の理念の実現に向けたコミ ュニティ ・ スクールに
おけるカリキュラム ・ マネジメ ントについて, 第一義的目的は , 学校教育の主対象者である子どもの成長 ・ 発達を支援す
るこ とであるが, それに加え, コミ ュニティ ・ スクールに関わる大人の学びや, 特に人と人とのつながり という側面にお
ける地域の活性化という目的を持つことであり, コミ ュニティ ・ スクールには, 学校 ・ 子どもと地域を取り結び, 両者共
にメ リ ット を享受し得るカリキュラムを創出する役割が求められることが示唆された。 
キーワード: 力リキユラム ・ マネジメ ント, 「社会に開かれた教育課程」, コミ ュニティ ・ スクール
Key words : curriculum management, “curriculum opened to society”, community school 
I 問題の所在と研究の目的
学校教育に対しては常に, 保護者 ・ 地域住民 ・ 社会か
らの期待 ・ 願い ・ 要望が寄せられている。 学校 ・ 教師は
これら期待等を把握しながら, 児童生徒へ適切な教育を
行うべく教育課程を編成する必要があり, それゆえ教育
課程は 「学校教育の目的や目標を達成するために, 教育
の内容を児童の心身の発達に応じ, 授業時数との関連に
おいて総合的に組織した学校の教育の計画」 (小学校学
習指導要領解説 総則編 p ie) として, 各学校で編成さ
れるのである。
このように, 教育課程の編成はこれまでも学校内外の
動向 ・ 状況を意識して行われてきたと言えるが, グロー
バル化や知識基盤社会の進展に代表されるよう に, ここ
数年の学校教育を取り巻く環境変化は激しく, もはや学
校だけで児童生徒の教育を担う ことは困難になりつつあ
る。 この危機感は, 次期学習指導要領の検討過程におい
て出された 「論点整理」 において, 「教育の将来像を描
く に当たって一つの目標となる2030年の社会の在り方を
見据えながら, その先も見通した初等中等教育の在り方
を示し, 日本の子供たちの学びを支えるとともに, 世界
の子供たちの学びを後押しするものとすることが, 今回
の改訂に課せられた使命である」 と して表明されている
*兵庫教育大学大学院教育実践高度化専攻教育政策リーダーコース 准教授
* * 川崎医療福祉大学医療技術学部 * * * 長崎大学大学院教育学研究科
161 
平成29年10月25 日受理
諏 訪 英 広 田 中 真 秀 畑 中 大 路
(教育課程企画特別部会 「論点整理」2015年)。すなわち, 
学校 ・ 教師は, 従来以上に保護者 ・ 地域 ・ 社会等の利害
関係者や関係機関と協働し教育課程を編成する必要に追
られている。 このような背景を受けて, 2017年 3 月に告
示された小学校・ 中学校の新学習指導要領には, 学習指
導要領に初めて 「前文」 が記載され, 「教育課程を通し
て, これからの時代に求められる教育を実践していく た
めには, よりよい学校教育を通してよりよい社会を創る
という理念を学校と社会とが共有し, それぞれの学校に
おいて, 必要な学習内容をどのよう に学び, どのよう な
資質 ・ 能力を身に付けられるようにするのかを教育課程
において明確にしながら, 社会との連携及び協働により
その実現を図っていく という, 社会に開かれた教育課程
の実現が重要と なる」 と明記されている。 大杉住子
(2017) によると, 「社会に開かれた教育課程」 は多岐に
わたる教育活動や学校運営の取り組みと学校教育の中核
にある教育課程のつながりが意識されるようにすること
であり, このことにより, 子どもたちの将来に向けて社
会とのつながっていることの再確認, 家庭や地域との連
携 ・ 協働による教育活動が組織的 ・ 継続的な取り組みに
なることを後押ししている。
それでは, 「社会に開かれた教育課程」 の理念を実現
するために, 学校 ・ 教師はどのよう な立ち位置をとるべ
きであろうか。 端的に述べるならば, これまでの学校教
育で培ってきたノ ウハウを活かしつつも, それにと どま
らず, 教育目標の達成へ向け, 学校内外の新たな知識や
人材等の資源を学校教育に取り入れながら, 教育課程の
絶えざる改善を図らなければならないと言えよう。 それ
ゆえ, 「社会に開かれた教育課程」 の理念を実現するた
めには, 上述した中教審教育課程特別部会が提示した
「論点整理」 以来述べられているように, 「①各教科等の
教育内容を相互の関係で捉え, 学校の教育目標を踏まえ
た教科横断的な視点で, その目標の達成に必要な教育の
内容を組織的に配列していく こと」 「②教育内容の質の
向上に向けて, 子供たちの姿や地域の現状等に関する調
査や各種データ等に基づき, 教育課程を編成し, 実施し, 
評価して改善を図る一連のPDc A サイ クルを確立する
こと」 「③教育内容と, 教育活動に必要な人的 ・ 物的資
源等を, 地域等の外部の資源も含めて活用しながら効果
的に組み合わせること」 といったカリキュラム・ マネジ
メ ントが求められているのである。 村川雅弘(2017) は, 
「社会に開かれた教育課程」 の理念を踏まえ, 学校は, 
資質 ・ 能力を踏まえた教育目標の見直し, 校内外の組織
体制の整備, 学校評価等の活用と現行の取り組みの見直
しといった3 つの側面を意識することの重要性を指摘す
る。 また, 田中統治 (2017) は, カリキュラム・ マネジ
メ ントは, 教師にと って 「高度なスキル ・ アップに挑戦
する機会」 であり, そのためには, 「教師が自校のカリ
162 
キユラムのもつ長所と短所について資料をも とに指摘で
きること」 「事後にカリキュラム評価を行いやすいよう
に教師が目標を具体的に設定する力」 「教師がテストと
授業評価の結果を起点にカリキュラム評価を立ち上げ, 
それを学校評価の資料として継続的に蓄積する力」 を持
つこ とであると示している。 そのための1 つと して, 
「実生活と何らかの回路をもっている 『社会に開かれた
教員』」 がふさわしいと している。 さらに, 内山隆 ・ 玉
井康之 (2016) は, 「社会に開かれた教育課程」 を編成
する一環としての「地域を探究する学習活動」 と, 教科・ 
領域との有機的な結合を図るカリキュラム・ マネジメ ン
トの重要性を指摘し, 発達段階を踏まえた小学校の実践
事例を紹介 ・ 分析している。
そして, こんにち, 上述した 「社会に開かれた教育課
程」 の理念の実現やカリキュラム・ マネジメ ント を行う
上での有効な方策と して期待されているのが, 学校運営
協議会を設置する学校であるコミ ュニティ ・ スクール
(以下, 「c s」) である。 学校運営協議会とは, 学校経営
への保護者 ・ 地域住民の参画を目指し導入された制度で
あり, 「校長が作成する学校運営の基本方針を承認する」
「学校運営に関する意見を教育委員会又は校長に述べる
ことができる」 「教職員の任用に関して, 教育委員会規
則に定める事項について, 教育委員会に意見が述べるこ
とができる」 ことを主な役割とする会議体である。 学校
運営協議会と学校支援を主目的とする学校支援地域本部
等の組織から成る学校であるc s に期待される役割は, 
「社会に開かれた教育課程」 の理念の実現へ向けた地域
資源の活用や教育課程編成におけるPDCA サイ クルの
確立を必要とするカリキュラム・ マネジメ ント実施の方
向性に合致するものである。 すなわち, 今後求められる
「社会に開かれた教育課程」 の理念の実現においては, 
c s を活用したカリキュラム ・ マネジメ ントが有効な方
策と して考え得るのである。 このCS設置によって, 保
護者や地域住民が参画して学校の目標を共有し, 総合的
に学校を経営 ・ 運営するといった視点が求められるとと
もに, 「社会に開かれた教育課程」 の理念の実現が可能
となることが看取される。
そこで, 本稿では, ある小学校のコミュニティ ・ スクー
ルの管理職及びミ ドルリーダーを対象と したイ ンタビュー
調査より, コミ ュニティ ・ スクールにおけるカリキュラ
ム・ マネジメ ントの実相について, 「社会に開かれた教
育課程」 の理念の実現という視点から検討することを目
的とする。 
II 先行研究の検討
本稿の主題である, c s と 「社会に開かれた教育課程」
及びカリキュラム・ マネジメ ントとの関係に関する先行
研究を調べたところ, c s を 「社会に開かれた教育課程」
「社会に開かれた教育課程」 の理念の実現に向けたコミ ュニティ ・ スクールにおけるカリキュラム・ マネジメ ントの検討
やカリキュラム・ マネジメ ントに結びつけていこう とす
る実践研究が多く見られた。 例えば, 福岡県小学校長会
(2017) では, 「子どもの社会力の育成」 を統一テーマと
して, 「社会に開かれた教育課程」 のマネジメ ントに関
する校長の学校経営実践事例を紹介している。 その中の
一つのパート 「学校運営協議会を機能させて, 子どもの
豊かな社会力を育む」 では, 「学校運営協議会を核とし
たコミ ュニティ ・ スクールの展開と市民性の育成」 「校
内組織運営の活性化と家庭・ 地域と協働するコミュニティ ・ 
スクール」 「地域の一員と して, 地域の担い手と しての
自覚を高める取り組み」 の事例が紹介され, それぞれに, 
子どもの市民性を育成するためのコミ ュニティ ・ スクー
ルの運営と校長の学校経営のポイ ントが示されている。 
また, 春日市教育委員会 (2017) では, 業務改善等の
「スリム化」 を特徴とする春日市のコミ ュニティ ・ スクー
ルにあって, 市内全小中学校における 「社会に開かれた
教育課程」 と 「各種連携」 の実際が紹介されている。 そ
して, 同市では, 「社会に開かれた教育課程」= 「地域
連携の教育課程 (カリキュラム)」 と称し, 「地域人材を
活かすカリキュラム(地域を活かす教育活動)」 「地域を
教材化するカリキュラム(地域に学ぶ教育活動)」 「地域
に貢献 ・ 還元するカリキュラム(地域に還す教育活動)」
「大人との共学を取り入れたカリキュラム(地域と学ぶ
教育活動)」 という4 つの連携カリキュラムを重視し, 
実施してきている。 これらの著作以外にも, 多くの実践
研究が見られるが, 概して, 実践の目的, 経過, 内容, 
成果 , 課題を整理 ・ 紹介しているものの, また, 校長の
認識が示されていることは多いものの, 教頭や教員の認
識が具体的に示され, 分析されている研究は, 管見の限
り見当たらない。 そこで, 校長をはじめとする学校関係
者が 「社会に開かれた教育課程」 やカリキュラム・ マネ
ジメ ント, CS を活かしたカリキュラム ・ マネジメ ント
の実相及びその課題や展望についてどのよう な認識を有
しているのかを, 具体的な語り (データ) に基づき検討
する研究に着手することとした。 
III 研究対象事例の概要
( 1 ) Y小学校の概要
以上の問題意識のもと, 本稿では, Y 町立 Y小学校
を事例として調査を実施した。
Y小学校を事例として選定した理由は2 つある。 第一 
は, Y小学校は c s 設置以降, 特に, 地域の人材や教材
を教育課程に積極的に取り込んできた実績があり, 社会
に開かれた教育課程の基盤が形成されているとみなされ
得ることである。 第二は, 筆者 2名 (諏訪, 田中) が
c s 設置時から現在までc s 委員を務めており (諏訪 : 
2011~ 2015年度, 田中 : 2016年度~ ) , 関係者とのラポー 
ルがある程度形成されていることから, 関係者の率直な
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語り を引き出す可能性が高いことである。 なお, これま
でに, 筆者らは, Y小学校学校運営協議会設置による大
人の学びの実相 (諏訪 ・ 畑中2016) や地域活性化の促
進・ 阻害要因(諏訪 ・ 田中・ 畑中2017) に関する検討
を行ってきている。
次に, Y町およびY小学校の概要を示す。
旧山陽道に位置するY 町は, かつて宿場町と して栄
えた地域であり, 人口は約 1 万 5 千人ほどである。当時
の街並みは今も残り, 地域住民によって伝統や歴史が脈々
と受け継がれている。 学校施設に関しては, 町立幼稚園
4 園, 同小学校 7 校, 同中学校 1 校, 県立高等学校 1 校
がある。 Y 町の中心部に位置するY小学校は, 児童数
約200名, 教職員数約20名程度の規模の学校である。 町
役場・ 文化センター等に隣接している。 学区には歴史的
建築物が現存するなど, 宿場町の雰囲気が色濃く残り, 
自然にも恵まれている。 そう した環境を生かし, 伝統や
文化を大切にし, ふるさとY町を誇りに思う学校づく
り を目指した教育を推進している。 
( 2 ) Y小学校学校運営協議会の概要
Y町では全小中学校において, 2006年度から継続的に
国の研究指定を受けて, 学校評価の実践研究に取り組ん
で来た経緯がある。 Y小学校の学校評価は, マニフェス
ト 「こんな学校をつく ります」 に基づき, 「学びいつぱ
い (学力向上)」 「笑顔いつぱい(心の教育)」 「元気いつ
ぱい (健康 ・ 体力)」 「ネットワークいつぱい(地域連携)」
という4 つのプロジェクト方式による実践から成る自己
評価を核とし, 学校関係者評価, 専門評価 (第三者評価) 
を活かしたPDCA サイ クルとなっている。 学校評価の
プロセスでは, 保護者 ・ 地域に対する積極的な情報公開
(HP, 公表会等) が重視されている。 そして, 2011年度
より, 学校評価を核と した持続可能な学校改善サイクル
の確立と保護者 ・ 地域との連携 ・ 協力による学校づく り
という理念を実現させるために, 国の研究指定を受け, 
CSの推進 (研究) に取り組み始めた。
Y小学校では, 学校運営協議会の設置が内定した段階
から, c S推進委員会における複数回にわたる議論を経
て, 会議体としての学校運営協議会と保護者や地域住民
による 「学校支援ボランティ ア組織」 から成る 「Y小 s 
ラム21 (以下 , 「s ラム21」) が組織されることになった
(次頁図参照)。
学校支援ボラ ンティ ア組織を狭義の意味でのs ラム
21 とした場合, s ラム21は, 「学力向上部会」 「Y文化部
会」 「安全 ・ 体力向上部会」 「ふるさと部会」 の4 部会か
ら組織され, 教職員及び c s の一部の委員がメ ンバーと
して所属する。 各部会の活動は校内においては教育課程
と連動させている。 また学校外においては, 盆踊り等の
事前練習 ・ 運営を上記部会が担うなど, 地域行事と連動
諏 訪 英 広 田 中 真 秀 畑 中 大 路
図 Y小学校 S ラム21 組織図
した活動も行われている。 こう した学校一各部会一公民
館等との間で必要となるコーディネートは, 企画委員会
に所属する学校支援ボラ ンテイアコー デイネー タ一等が
担う。
Sラム21が持続的な組織 ・ 営みとなるための工夫 ・ 仕
掛けの一つに, 年 1 回の総会の開催を挙げることができ
る。 総会は, 校長及び教務主任によるY小学校の日指
す学校像や学校経営計画の説明とcs 委員 (主として大
学教員 ) によるS ラム21のねらい及び概要の説明が主
内容である。 後者については, ①s ラム21とは何か, そ
のねらい, ②前年度の取り組みの成果と課題は何か, ③
今年度の取り組みに対する期待などが語られる。 総会終
了後は, 各部会の分科会が開催される。 そこでは, ①前
年度の活動実績, 成果, 課題の確認や意見交換, ②本年
度の活動予定 (追加, 取りやめ) や新規メ ンバー (ボラ
ンティ ア) 情報に関する意見交換がなされる。 すなわち, 
s ラム21全体及び各部会のねらいの確認, 前年度の振り
返り, 本年度の計画立案等を組織的 ・ 計画的に行うため
の仕組みが確立されているのである。
総会 ・ 分科会は, 6 月の日曜参観日に開催され, Sラ
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ム21のメ ンバーは, 授業参観や教育講演会への参加が自
由にでき, 児童 ・ 保護者 ・ 教職員の様子を見る ・ 知るこ
とができる。 また, 総会 ・ 分科会終了後に, c s 会議が
開催され, 総会 ・ 分科会に参加した感想や気づき等の情
報交換が活発になされる。 総会 ・ 分科会 ・ cs 会議の様
子は後日, 学校だより, 学校ブログにて写真とともに詳
しい情報が掲載される。 
「V 研究の方法
1 . 調査の手続き
上記のよう な特徴をもつc s 設置によって, Y小学校
では, 「社会に開かれた教育課程」 の理念の実現に向け
て, カリキュラム・ マネジメ ントが展開されているのか, 
その実相を検討するために, 管理職 (校長, 教頭) , ミ
ドルリーダ (ー主幹教論, 教務主任) の計 4 名に対する
イ ンタ ビュー調査を実施した。
調査実施日は, 2017年 9 月26 日であり, 対象者の職務
時間の都合等を勘案し, 対象者の同意の上, プライバシー
の守られる場所にて, 管理職一調査者 (諏訪, 田中) , 
ミ ドルリー ダー一調査者(同様) という組み合わせでの
グループ面談形式を採用した。 前者は約1 時間, 後者は
約40分の調査時間であった。 以下に示す分析の視点を主
要質問とする半構造化形式で行った。 なお, 対象者の了
解のもと録音を行った。
対象者の概略を述べると, A校長 (男性, 50代) は, 
着任 2 年目であり, 前任は Y町の別の小学校校長であっ
た。 B教頭 (男性40代) は, 初任教頭であり, 前任は他
市小学校の指導教論であった。 c 主幹教論 (男性, 40代) 
は, 着任 3 年目であり, 前年度は主幹教論として教務主
任と担任を担当していた。 また, 以前, 県教委の生涯学
習 ・ 社会教育指導主事として, ある町に同指導主事の出
向経験がある。 D教務主任 (女性, 40代) は, 着任 2年
目であり, 前年度は学級担任を担当し, 本年度から教務
主任である。 なお, 今年度は, c 主幹教諭, D教務主任
ともに担任はもっていない。 
2 . 分析の視点
本稿では, 上記の問題意識を踏まえ, 以下の視点から
分析を行う。
① 「社会に開かれた教育課程」 とカリキュラム・ マネジ
メ ントに対する認識
②c s を活かしたカリキュラム・ マネジメ ントの実相
③c s を活かしたカリキュラム ・ マネジメ ントの課題と
展望
VI 調査の結果
得られたデータをもとに, 前記3つの視点から分析を
進める。
1 . 「社会に開かれた教育課程」 とカリキュラム・ マネ
ジメ ン トに対する認識
まずは, Y小学校の管理職とミ ドルリーダーが 「社会
に開かれた教育課程」 やカリキュラム・ マネジメ ント を
どのように捉えているか見ていく。 学校のト ップリーダー
であるA 校長は, どのよう に捉えているのであろうか。 
以下に A校長の語りを紹介する。 
に効果的, 効率的に, 組織 し て, 年 の教 識程 を 
組ん でい < か と いう ‘_: と がマイ、、ンメ.ン f・ _,、と , いま 
す。 中略) そのよ う な こ と を, 日体的な, そ う い
フ レーレで考 て-いけば 今 ご始ま っ,‘_ と ではな 
< , 以前から 言われ て-いる ,_二 と で。 それ をよ り_見直
すと いフ か, 新たi,, :, マ 1ー、、ジメ.ン f、 の, であ る と 
か。 それから, よ り, 社会, 地域とのつなが、りを考 
て再考し てみ る と いう。 そ フ いつ-,タイ、・ .ングと 
いう か, ポイ.ン f、 かな と いう風 ご, って-いま す。
ち よ つと難し いと いいますか, 理解を する には, 
フ共通理解と いフ か, それ を分かる よ つ な形で理解す 
る のはやっばり, 特別と いいますか, 言葉'かなあ と。 
以上の語りにあるように, A 校長において, I で整理
した 「社会に開かれた教育課程」 の理念に合致した理解
がなされていることが分かる。 一方で, 教職員全体の理
解を深めるためには, まだ馴染みが薄く, 今後の課題で
あると認識していることが伺える。 A校長は, 「社会に
開かれた教育課程」 は理解(特に共通理解) が必要な特
別な言葉であると捉えている。 具体的には, 教育課程を
閉鎖的に校内だけで捉えるのではなく, 地域のつながり, 
地域の願いを取り入れて, 学校も地域に貢献する, 活動
行事も含めて作り上げていく ことを想定している。 
次に, Y町外からY小学校に着任したB教頭に対し
て, c s であるY小学校における 「地域との関係の中で
の教育課程づく り」 について問うたところ, 以下の語り
があった。 
B教 . 前任校では, 教務という_立場で教青課程を一生
是藤 統 し てき たん ですけど, ,_ の学校に来 て す 
ご いフ . ' っ , そう いう 風 に地域と 
わ り な がら 教育 程 を編成 し て- い < 必要があ った 
ん _,、な と いう のを, っ て一 いま す。
地域社会と と、んな子ども を作る か って一いう と 
か ビジョ .ン を共有する。 そ う いう ‘_: と を, し て-いつ
A ,技長 . 今, の中の教 こ ついて- 中 身近な 社
会と結び、つき な < し ては成 リ立 な一,な い状況に な って-
いま すので。 教育課程 も 船鎖的fご, -,け で提え 
るのではな < て, .地城と のつなが、り, 地域の願いで
ある と か, そ う いつ_, も のを取 リスれ ながら。 ま_, 
.逆に, も地城fご前するじやないですけど, 地 
.城と のつながりを 保 って- あ る べき ,、と いフ よ フ な 
_, ら いいん ー、、な と いう こ と。 _,か ら, Sラム21 で, 
系'会を < ん ですけど, その時にぽっと, /・: フ い
う 子ども をみんな で作って-いき ま し よ う J って-い
う よ う な.思 いを伝え て-いけばよか っ_なあ と か。 そ 
う いう ,二 と で, 1日'標とかを, も つと も つと地城の方 
, ち と共有できたのかなあ と。来年はそ う し よ う と 
, つ , りし て-いる と ,_ ろ です。 人 であ る と か地城 
そ し て色 々  な子 ども , ち 
‘二とを考えていますので。 の資源であ る と か を, すごく 取 り入 れ て 画 も で
を ,組ん でいく。 教科 きて いる。 そ フ いフ 教育課程が組め て- いる な あ と。 
の テ で , ク プ い , , ' '、 い , フ . で 。 
が、 社会fご 'れた,教育識 では な いか と。 
.限ら れた資源と いいま すか。 中略) それ を いか B教頭は, 初めて c s 設置校に着任し, 戸惑う面は残
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諏 訪 英 広 田 中 真 秀 畑 中 大 路
るが, S ラム21 の総会の経験や地域資源を活かした日々
の教育活動を通して, 「社会に開かれた教育課程」 に対
する理解を深めている様子が伺える。 次に, ミ ドルリー
ダーがどのように捉えているか見ていく。 c 主幹教諭と
D教務主任は以下のように語る。 
c主 教論、 .'今 ま での地城ご 力'れ ・学校づ、< り を追
した形 に な る のか な と . っ て- いま す。 個人 的 に f
CS構想 と いフ のf , ずいぶん前に出 て- き て- ち よ 
フ どそ の時fご生 学習の仕事を し て- いま し ,ので, 
cs と いう のがいわ ゆ る 学校教育と 地城の生涯学習 
( 2 ) CS を活かしたカリキュラム・ マネジメントの実相
①学校 ・ 地域双方が目指すものやお互いに期待すること
の共有
次に, c S を活かしたカリキュラム ・ マネジメ ントの
実相を見ていく。
以下の D教務主任の語りは, 学校 ・ 地域双方が日指
すものやお互いに期待することの共有の重要性を示唆す
るものと捉えられる。 管理職やc 主幹教論も類似の語
り をしているが, 昨年まで一学級担任であったD教務
主任が c s や教育課程に相当に関わるよう になり, 地域
との情報交換により, 地域から見た子どもという視点を
獲得し, 学校と地域との関係性を深化させる重要性の認
識 , さ らには, その可能性を高め得るシステムと して
cs を捉えようとしている様子が伺える。 
の一体化に よ っ て一 学校 を核に し て地城 を 再生 し よ 
うという理念で生まれてきたのかなと感じていまし 
た,。 運営 諾会が の色 々  な課題 を 一緒fご
議 し て, 解決 に向か っ て学校 と .地城が、 fご な っ て 
進ん でく れ る と いう のがcs 構 と いう も のの根詳 D 主任 .' 体 を地域の方に も つと知 って も ら う 
かなと思って-いるので。 それを追 ではないですけ という視点に立つことが大切'なと, います。 ま, 
と それ をス タ.ンダー 、、に し て- いこ う と レ
のか な と。 
う動き な そう する ‘_: と で, 担任と '教論' 'ら の内 ' ら 
えない子どもの も外'ら教えて-い _, _,、けること 
力y-, < さん あ っ-・ん です。 i拶の仕方であ っ-, り と 
D解 主 任 . 子ども .達に 色 々  な 場面 で担任,け でf
ら れな い面が色 々  と伝え ら れ_, りですと か, 子ども
の視野が広が、る と いう ,二 と を感じま す。 本当に Y 
町 f ,二 う いう も のがシス テ ム イ, 組織イ でき て- いる 
ので, 必要な時に 「こ フ いう地域と 手を携え て活動 
ができ る んだ1/ と 9 fご見 て文書化 され て-いま すの
で, そ フ いつ,.意味 でf , 教育語程fご位置つけ て活 
動できるなと感じています。 
c 主幹教諭は, 生涯学習 ・ 社会教育分野での職務経験
が豊富であるという背景があり, また, D教務主任は, 
c s でない学校から異動してきて2 年目ではあるが, c s 
により学校と地域との連携 ・ 協力がシステム化されてい
る現実に身を置き, そのメ リ ット を感じている。 よって、
2 人のミ ドルリーダーは, 「社会に開かれた教育課程」
に対してほとんど違和感を抱いていない様子が伺える。 
しかし, 以下の c 主幹教諭の語り にあるよう に, A 
校長が指摘することと同様, 全教職員における 「社会に
開かれた教育課程」 に関する理解の程度は, 決して高い
ものではなく, 外に出る= 地域と関わることの意味付け
があまりなされていない教師も存在する実態が伺える。 
c主幹教論、. ま 、、そのような文言が皆さんの意識の中に 
はな いのかな とi'9 いま す 。 ただ, 新 し <変わ って 
来 ら れた方は, あ ま りに も 外fご出る ので, 中略) 
新し <来ら れる と, また,外 fご出な いと いけな いの_/ 
と いフ 感宣はあ る か も しれ ません 。 
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か, での子ども ,,i, ち の行動 であ っ,;i,り, わ り
と いフ のも, とノ、'イブを太 < し て-いく と, その
都度教え て-い -, -,ける ので, -そ-れは非常にあ りがたー, 
いな と いう ,_二 と と, 地城の方ですので, の 重 
の,二 と も 良 <知つては < _,、さって-いる ん ですけと、, 
名前を出 し て- / .二 フ いう 子がこ う いう ,_ と を し て- 
,ん ですよ_/ と。 学i使ではそ フ いう姿f あ ま り_見 
な いんだけど, 例え ば 上 生がFの子の を見 
て 優し く声をかけていたとか。学校では, それf f 
ど つ子で い , ど , の で
フ いフ ' , ' いフ い , _,
ので, ま ,, そ フ い-う声から学校で, / ,_ う いう ・二 
と を し てた と いフ ,二 と を い,よ。_/ と教師と の
わ りも良f fごなって一いく し, さら に, 城の方と の
ノ、'イブと いう のも太 < な って一いく な と いフ ‘.: と f 感 
じていま すので, その部分 ではあ りが/i・ いな と. っ
て いま す。 
また, 以下の c 主幹教諭の語りからは, s ラム21 の 4 
つの部会それぞれに連携の形があり, 地域の人がどうい
う ことを子どもたちに学んでほしいのかを議論する場に
なっていることが伺える。 
C i ' .' つ っ 。 - っ , 
の形力S、違 フ と. フ ん ですよ 。 学力向_f部会 で
あれば 々の え f 朝学 と '放課後 学 に
わ って- < ださる と か, 学 ・ポラ ンテ イア で参加 し
て一 < _,、さる方と の, これか ら どう やって進め て-いつ
ら よ いのか と いフ 相談力あ る し。 の 係 であ 
れば 子ども の体力的な課題を どう解決 し て-いく か 
と いう 面で協義を し て, 学校の中で実現し ていく。 
f も フ ずっと地城学習ご わる 部会に3 年商いる 
ん ですけ ど, そ こ f , /一連の年商の学習 をお'願い
し ますJI と いう よ う なつながりと, やは り, 地域の
方が、どう いう ,二 と を子ども _, ち に学ん でf f し いのか 
という ,二 と を 中・Lに Sラム21 で議論 す る よ う に し 
ています。 中略 地城の方の積 的な要望をどう 
いう風に取 リスれ て-いく かと いう ,_ と を大事に論じ
てき ま した, 。 
②ヵ リキユラムの創出
以下の c 主幹教諭の語りは, c 主幹教諭が s ラム21 
のふるさと部会の担当として議論している中で, 新しい
構想が生まれることを示唆する。 c 主幹教諭は, ふるさ
と部会が, 決まったカリキュラムを消化するだけでなく, 
地域には資源が多 く 眠っており, 地域と子どもとのべス
ト な関係性を探索する, すなわち, カリキュラムを 「創
る」, あるいはその可能性が表出される時間や場になっ
ていると捉えている。 
c _ t詳教論 . ふ る さと 会f 本当 に楽 し いです。 1「  ご
いです 」 と か話を振つ-, りし ている 中で新し い構 
想が生 まれ-, り-,、と か, なんかそれ を実現し よ フ と
いう , いがあ って話を し て-いる ナ ではな いですけ
ども , あ の時 f と て も 楽し いですよ 。 決ま っ,
力 リ キユ ラム を消 し て一いる ,けでな < て やっは°
りV造的な学習内容を るJ 時 fごな る ん じや な
いか。 やっf °りあ のすご、<地城資源と いフ のがた < 
さん混 っていて, ‘_ フ や ってこ つち 向いて < '、さる
方は、、つか り でf な いと いフ のを -f一分.わか っ て いる の
で, あ の, や つば°りそ の地城の と の 係性の中 で
あの子ども ,,i・ ち に ・,、、、ス f、 マッチする も のを探 し て- い
く とし, ' ? とがや °ク の ー てく 
-,、さる人の立場と子どもこ直こ わる教職, の立場 
「社会に開かれた教育課程」 の理念の実現に向けたコミ ュニティ ・ スクールにおけるカリキュラム・ マネジメ ントの検討
A 長 .' 教育 程自体f それ ぞれ決 ま っ も のがあ り ま 
す。 その中で 積のつながり であ _, ク ' 
け て取 り組ん でいく よ う な こ と も あ る と . う ですけ
ど, それ を 一応プロ ジェ クf、 と いフ ‘_ と で学習面で
す , それから, 生従 導なん 'の部分, ・L、の教
の です 。 それから, ・ 安全の部分, それ 
から ツf、ワークと いフ ,_二 と で。3 つの知徳体に表 
される か も しれ ませんが そ フ いつ-,部分で一つグ
ループを作って- s ラム21のプロジェクf、 と合.わゼー 
ながら, そ し て の中での教 識程と つな き、、な 
が、ら, 取 り組ん でいく よ つ な組織にはな っていま す 
ので, そこがま ず一つ接 し ていく 部分。 その中に 
f , やは り, それそれのプロジェクf・ でリーダ 的ー 
な先生方 を 中・L'に, 核に な って も ら って一 PDCA で
すよ 。 計画し て 実践し て一いく, 改善を ってい
くよ フ な こ と を し て-いた, _,、いて-いる か なあ と。 そ 
れそれが 時,々 確認, 情報共有と いう か 今f こ 
う いう 取 り組み を し て一いる ん-,、よ_/ と。;協力要請が
あれば チームを超え て-1協力を し て-いかな いと いけ 
な いと いつ,;i・‘_ と を確 し ながら, やって-いる と ‘_ 
ろ なのかな と. います。 そ う いう, ,組織を作って-い
る 部分があ りま す 。 -, -,、, 人が跟ら れ て-いま すの
で, 重な リ有って-いる部分も あ りますので そ フ いっ
たと ,二 ろ f , う ま < やりく りを し なが、ら やって-いく 
部分か な と , いま す。 
このように, III (2) で少し触れたように, 校内のプ
ロジェ ク ト とs ラム21のプロ ジェク ト を組み合わせな
がら, カリキュラムの開発, 実施, 評価といったPDCA 
サイ クルを回す組織や仕組みが作られていることが分か
る。 また, この仕組みを全体的に管理 ・ 調整する役割に
ついては, 次の A 校長の語り にあるよう に, C主幹教
諭が中心的に担っている面はあるが, 企画委員会メ ンバー
の綿密な情報交換と打ち合わせがなされていることが伺
える。 
とそ の辺 を上 手 < 橋渡 し でき る よ フ に し て- いこ フ と A 校長 .' 校長, 教現 プラス_主幹, 教務の4者で結構 -、 - 
する こ と を意識 を する よ フ に し て-は いま す 。 確か デイ.ングを し て-いま す 。 そ フ いつ-, と ,・二 ろ で作業 
に, あ る 意味は そ の辺f 色 々  と あ る けれ ども , そ の
辺 f な要 ご し ては ち よ つと難し いかな と い
う ,二 と でやっ_, クとか, その辺はこ ち ら で判断し て, 
ス ノ、、って決め て-いる 部分 も あ りま す 。 
③ヵ リキユラムを創り, 実践化するための組織や仕組み
づく りとその支援
それでは, カリキュラムを創り, 実践化するために, 
どのよう な組織や仕組みを作っているのだろう か。 この
点について, A校長は, 次のように説明する。 
する のが基本 と いいま すか。 集 ま ってと いう よ りf , 
_員室で確 すると '話をすると力'です 。 それと, 
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、
, 
事務の先生に もス って-い , ,、い , りと か。 そのあた 
りで, 議じやないですけと、; 校長, 教 その一7、一と 
いう感じではな < て一, やって-います 。 ただ, その
中 で, c _主幹が中,i的に動いて一いる かな とll9 いま す。 
教務経験も あ りま すので, D 教務に も アド、ン、゛イスが
でき ま すので, そ フ いつ,あ , りが、, 人 のつながり
いフ ', . い い での 、ン、イ ' 
諏 訪 英 広 田 中 真 秀 畑 中 大 路
らやって-いる 力'なと, います。 
また, 2 人のミ ドルリーダーは, 他の教員がカリキュ
ラムを創る, あるいは, 地域との連携を図っていく こと
ができるように, 様々な支援的関わり を行っている。 例
えば, 次の c 主幹教諭の語りから, 教員にとって地域
に出ることが負担にならないように, 年度をまたぐ事務
作業については地域連携担当であるc 主幹自身が担当
し, 次年度に 「橋渡し」 できるように心がけていること
が伺える。 
C i '
し て一 
で , フ いフ へ い - 
やっば°り先生方力 担fごならない形をとい
フ‘_ と で, 中略 前年か ら 担当者へ橋渡 し を し て 
し ま フ のではな < て一 橋渡し する 部分は新し い年度 
にな ってか ら やる と いフ ,し二 と で。 前年度か ら のも の
f 地 担当力集約 し て一 中略) でき る _'、け担当者
の ルでつ プ の つ ' い , 
する と いう こ と です' 。 でき る _,け担任の軽減を 
する。 
また, 次の D教務主任の語りから, 前年度の担任経
験を踏まえつつ, 保護者や地域との連携に困り感を有し
ている教員, 特に若手の教員や新しく着任した教員に対
して, 適切な情報提供等の支援的関わりをしていること
が伺える。 そして, ボランティ アが参加する際に, 単元
を意識しながら計画を立てることの重要性を助言するな
ど, 教務主任と して, カリキュラム・ マネジメ ント を意
識していることも分かる。 
D 主任 .' そ フ です 。 校外学習に出 る 時に, 各担任 
が; 保護者に ・ボラ.ン テ イ アで来 て- < た'、さいと いつ よ 
るので。 そ の中 で子ども _, ち に と っ て, と、の時 ご 
どう いう形で行フ こ と 力一香効' と いう ‘二 と を 
も つと も つと き め て-いければ い゛いな と f , いま 
す 。 また, 担任と f も 家庭科の授業を し て-いて-, 
その f -、 ンン縫いの中 でき て-い -, -,、< , その時 
い の の の ー い _, _,
一番助か る な と か。 
また, 教員に対する情報面, 心理面での支援的関わり
以外に, 人的配置等の工夫による支援も見られる。 具体
的には, 以下の語りにあるように, A 校長は , 加配教員
が配置されたことを受け, 明確なビジョ ンを持って, 社
会教育主事経験のある主幹教諭 (昨年度は教務主任とし
て地域連携を担当していた教頭の補佐を経験) を地域連
携担当に据え, 教務主任と主幹教諭に担任を持たせない
ことにより様々な教員に適切なアドバイスができる組織
体制を構築している。 このことにより, C主幹教諭や D 
教務主任のミ ドルリーダーと しての意識や資質能力を養
うと共に, 学校全体が活性化する教員組織となっている。 
A校長 .' Sラム2:1, 地城と の の では, そ れ が、最
優先と いフ .わけ ではな < て一, の課題解決力、優
先 で。 -,ま , ま フ ち も 担任外の を 1 名增 でい-,
_,、き ま したので やは り, 地城 教_ f フリー
で動ナる立場力、よ い-,、ろ フ と。昨年f 教 の方力;
, さ やっ ' ク ,。 い
'新任の教 と いう ,二 と も あ りま すし, フリーでし
,ら, そこ でやりやすい状況力あ りますし, いく ら
か分担し て 手分けを する ,_ とができ る と。 それ ,_
そ, 金国 csイ1となれば 教 の仕事力增え る
一方ですので, できれf , フリ にー, 地域連携担当
f か りではな < て; フ ち でi え ば 特別支援教育コー
デイ - タ一。 .二7 - フーイ - ター はあ る程度'自由に
動ける立場, も し つか リ受けられる よ う な, そ
し て- 1 年 -'けでな < 2年, 3 年と あ る程度経験で
き る よ う な, そ う いつ_, ヒ、ジョ ンは持ってお りま し 
うな を出 し てる ん です。 それがも う 、し担任負 
:担に な ら ずに, あ の, 組織 と し てこ う いう 時に f ,_ 
ういう風にあ の支援が、し て- も ら え る よ ってこ と を も つ
とも つと若手の先生だ、っ_, り, 新 し い先生が知つて 
いけばいいな, 来 -, ば゛ つか り で, 本当昨年度わ ' 
らなか っ,,iので, そ フ いつ_1意味 で,.二 う いう ,.二 と し 
_'。 
ても ら る よ と いう のf , あ の体み 時商や放
後であ っ-, り, あ の伝え ては いま す。 
f あの, 大きな提 方f 上の方ご任せて, じや 
な < て担任に と いフ 解 の でf , 体的ご ,二 の
部分でf , ,_ フ いフ 視点がこ フ いフ 活動がって-いフ 
のを提供 し て-, その革元の中 でどう いフ 位置に組み 
込めば どう いう風fご < のかな と いフ のをf あ 
の担任 と 一緒にあ の探っては いき た いな と , いま す1。
あ の教務はこ フ いフ 場所で‘_ フ い・う支援ができ る よ 
とか,_ フ いフ ,_ とが、でき る よ とかは, 本当 fご とあ 
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( 3 ) CS を活かしたカリキュラム・ マネジメ ン トの課
題と展望
①全教職員及び保護者 ・ 地域における共通理解の促進
( 1 ) では, 管理職と ミ ドルリ ーダーにおいては, 
「社会に開かれた教育課程」 とカリキュラム・ マネジメ
ントに対する理解の程度は高いものの, 多く の教職員の
間では, 「言葉自体」 がほとんど話題になっていないこ
とが確認された。 そして, 教職員は, c s の 4 部会には
参加し, 地域との連携による校内外の教育活動や体験活
動が充実していていることを実感しているものの, 「社
会に開かれた教育課程」 やカリキュラム・ マネジメ ント
として実践している, という自覚や意識は今のところや
や乏しい様子が伺えた。 現在では, そのことの自覚や意
識が向上しているD教務主任においても, 次の語りに
あるように, 前年度の担任時代は, 自覚や意識が乏しい
状態であった。 校内プロジェクト とc s との関係性やつ
ながりが徐々に理解できるようになったことと全体を見
渡す必要のある教務主任の立場になったことにより, 先
述のことについての自覚や意識が高まり, 変容したこと
が伺える。 このことは, 「社会に開かれた教育課程」 の
理念の実現に向けたカリキュラム・ マネジメ ントの意義
や内容等に関する全教職員の共通理解の促進が課題であ
ることを意味すると捉えられよう。 
' .' の でのプ ジ ク いフ の
の S のつ '、ク っ いフ の 、, 
度 ,二 ,二 に来たばか りのつながりが分か ら な < て-
-今までの感 でいく と, 授業の中で こ のよ う な活
動 を し , い_/, _,か ら , .地城に行か せ て- い _, _,、< ,
地城の方に来 て-い -, -,、< と いフ 感-,、っ ,;;i・のを, そ
フ じやな < て ,.二 こf システム し て ど一んと出 
されてい,,iので。 
また, 担任業務に専心するだけでは, 学校全体の動き
に対する理解が難しい部分があると捉えているA 校長
は , 以下の語りにあるよう に, 「わかりやすいキーワー
ド」 を用いた説明の工夫などを実践し, ビジョ ン形成 ・ 
共有に努めていることが伺える。 
強調 し な がら 取 り組ん でいき ,;i・ い す J と いう こ 
とf えて一いますので, いろんなこと ご折ご れ, 
_, < ま し さと いう, .わばキー ワー f、、、を入れながら 
運動会 でも , /子ども ,;i ち が考え る スロー力、ンの中 
に, _, < ま し さを入れ て-いってほし い' / と か, そ フ 
いつ _,や り方でノ 現イ する と ,_二 ろ かな と いう ふ う に 
f , って-います。 
さらに, A校長は, 学校が日指す姿を地域が理解でき
るようにすることも大切と考え, 学校だよりの全戸配布
や学校ホームページの充実を図っている。 特に, イ ンタ
ビューでは, 以下にあるよう に, 学校運営協議会が保護
者や地域住民の理解促進に機能する可能性が看取される
事例が語られた。 
A校長 .' 大 き な企業のOB の方 で, ,二 の方が、こ の 言わ
れ , 中 で, 学 の様子 を見 な がら , /1企業 で求め ら
れ て-いる人 と いう のは, 解な き解, 答え な き答え
を, 手と) やり取りをしながら, 折り合いをつ
けながら, 解を見つけていく。 と、れ_,ナの‘_ と を つ
い . 、 , の 'で . いフ 
_,、 ど , で っ _, ク - で っ _,
りの中に入 って来て 働です, やり取 りしなが
ら コ 、 _・z ニケー ンヨ ン力を働力'せなが、ら 前に進ん で
いく, 一歩踏み出す, そ フ いつー力と言う か, それ
さ , い , い
フ ,_ と を言ってくだ、さって。 まさに, 学校も それを
言 れ ている .わけ であ って-, 「あ, /司1 じなんだ、な_/ 
といフ ,_ と を確認 させ て- い ,た,< よ フ な。 協議会の
A校長 .' 今年f , 新 Y・f、学校/ と いフ 風 に _ fご
言いま した。 た, ,、, わか りに < いと ,_ ろ も ある ので,
々 こ, 4 f えf , 1「新しい' / と いフ を
考え て-, 1「みんな, 新 ,な気持ち でいろんな ,二 と に
取 り組ん でいき ま し よ フ 」 と いフ こ と を。 子ども
-, ち に も 投け、かける と/可時に, 先生方に も 理解し て-
い-, -, , 。 ' つ , 
中でそ う いう 諾力、出 て- < る と , 1「あ, さん でノ共 
有でき る かな_/ と 特に ‘_ の f , いま した, 。 いろ 
んな方に, 1協議会に入 って- い , -,、けれ ば そ う いう 
新 , な視点がスっ て- < る , と。 す く'に実現 でき る か 
は分かりませんけと 
いう か 
そう し, う. いf フ共有できると 
それf ありが ,いの 'なと, います;。 
方向性 を持 っ て先生 が、。 そ れ が、教 育識程 と 分離は し 
ていな いと, フ ので。 フ ち の 標と も つながってい
ると.思うので, 折こ れて示しな力、らいけるかなと。 
また, 全教職員だけでなく, 学校が目指す姿を保護者
が理解し, 共有する必要がある。 その点について, 以下
の語りにあるように, A校長は, 上記した教職員向けの
「わかりやすいキーワード」 の手法を保護者に対しても
用いている。 
学校運営協議会は会議体である ものの, s ラム21 の活
動に関わる委員もいる。 つまり, 協議会で話し合われた
こと, 共通理解されたことが, 具体的な活動場面に反映
される可能性が高く なると言える。 さらに, 次の c 主
幹教論の語りは, 地域連携担当として, 連携を継続させ
るために, 保護者や地域住民との日常的なコミ ュニケー
ショ ンを大切にしていることの重要性が示唆される。 
c主 教論、 .' .地城の方 と と、れ < ら い 密fご と いう か, 信 
願 係 を結ぶ、か と いつ か f , .継続 し て- いく 上 では重 
A校長 . 保護者にf , 今年f ,
り_/, .町教委 も そ フ なので, 
, い子ど つ、
< ま し さと いつ のを 
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要な ので, ふ と し た時に立 ち 話 を し て- を密fご 
する である とか。 ち よ つと し,こ , 例え ば 朝学 
「社会に開かれた教育課程」 の理念の実現に向けたコミ ュニティ ・ スクールにおけるカリキュラム・ マネジメ ントの検討
諏 訪 英 広 田 中 真 秀 畑 中 大 路
習に来 ら れた ・ポ、ラ.ン テ イ ア の方 と の会話 と か, 参加 
なん力'に ち よ つと来 て- < _'、さっ.た時とか。 そ う い
う こ と f , 統生や 生力、し つか リ素が、って- < _,、さ.れば 、、いいと ,_ ろ ではあ る ん ですけど, 地城 
.連携担当 と し ても その辺f 大 ご し -, いな と, いま 
す。 
②地域との連携 ・ 協力の捉え直し
また, 次の B教頭の語りからは, 地域との連携 ・ 協
力がマンネリ化することの危険性を回避し, 適宜, 学校
と地域との関係性を捉え直すことの重要性が指摘できる。 
B教 .' も やっf °り, 4 ' ら ずっと や って- き 一 ,
1「あ, 去年やってるから, やらんと いけんな_/ と い
フ のを ずっと やってきたけれ ども , 先生方 も やっば°
り一緒で, を組むナれ ども , 去年やってる か ら
っ ' い , f フ 'いい '。 
やらないといけないことなのか 
と、ん な 子ども を つく る のか 
の '。 
し ''二ー'い その辺を 
精選し て 本当 に意味のあ る も のに し て- いか な いと 
城であいさつをしない' / と言われたら, そこf 地城 
でイ1可と か し て欲 し いと。 学校でも 指導し て一いま すが
その場 であ いさつし な いのを りまわ って- し f ら゛ < 
し て-か ら 学校に 1「あん ま り 拶を し な いん じや な い
か_/ と言われる よ りf , その場で言って欲し いし。 
逆fご言 ば; 度 い,_ と はその場 で要め て- も ら え れば;
それ を学校に教え て-も ら れf ,; _二重に賽め ら れたー, 
りする ので。 そ つ いつ_, ,_二 と も必要なのかな と。 
また, 働き方改革 (業務改善) に関連して, 小規模校
ゆえに, 校内プロジェクトとc s 部会との活動において, 
教職員が多様な職務を引き受けざるを得ず, 結果と して
多忙状況となっている現状について, 次の語りにあるよ
うに, A校長は, 健康 ・ 心理面でのサポートや配慮とと
もに, 校内外の人的資源の活用や支援等の工夫を凝らし
ている様子が伺える。 
A 長 . 声 を か け る のが一香 です よ 。 体 と か ,自分の
時周'を大事に し な さいJ と いう こ と はあ りま すし。
疲れ てな いかな_/ とか, 精神的 なサ・ボfー、 f
いけな いのかな と。 _,か ら, お願いする と き も , や っ
はり, いを ご し て◆, いも 共有 し ながら ・ポラ 
ンテ イアの方と 一緒に実践 し て-いかな いと いけな い
のかな と。.PDCA サイクルにき ちん と なる よ フ に し 
ていかないといけないのかな.思います。 
③連携 ・ 協力の目的や内容の精査 ・ 精選と働き方改革
(業務改善)
さらには, ②と も関連する内容であるが, 次の A 校
長の語りからは, 取り組みの日的や内容を精査 ・ 精選し, 
学校 ・ 家庭・ 地域の役割をある程度明確にし, 結果とし
て教職員の働き方改革 (業務改善) に資することを指摘
できる。 
A願 .' 総会 を い_, り し て話 し を する と , み な さん,
後ろ向き な こ と はなかなか言いに < い部分があ って-。
、
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イ1「に し て も 良 い,_二 と な ので, 位f つく か も し
れませんが; やって-いこ う と, .增え る と。 どこかで
議論を する 機会 を持って, 本当に でき る か でき な い
'別ご し て の役 , の役 , 地城の役
みた いな と ,二 ろ を改め て考え る , 線 / き を する と い
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地城でf これ をお願いし ま すと_/ と。 例え ば 地 
はあ る か も し れ ま せん。 中力、(町内の) 
の学校に,比べ, i, ら 圧 的 に多い y ,f、学校な ら で
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りす き、な いよ つ に ,'ま し , いです。 教 の方f , 商 
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車なO f ナであれf ポランテイアさんfごお'願いすれ 
f 、、と いフ ‘_二 と を対応し り。 あ と f , 教科指導につ
いては, 教 の方力、指導教論'の経驗も あ り, ノウノ、
ウを持って-いる部分を ち よ つと ,二 う,「こ う いつ,場 
合は, ‘.二 う した:方が、いいよ_/ と いつ_, ア f、、ン、イース で
しよ うか。 
Ⅶ まとめと今後の課題
本稿では, ある小学校のコミ ュニティ ・ スクールの管
理職及びミ ドルリーダーを対象と したイ ンタビュー調査
データより, 「社会に開かれた教育課程」 の理念の実現
に向けたコミ ュニティ ・ スクールにおけるカリキュラム・ 
マネジメ ントの実相について検討してきた。
主要な分析結果は次の通りである。
第一に, 「社会に開かれた教育課程」 とカリキュラム・ 
マネジメ ントに対して, 管理職及びミ ドルリーダーは, 
c s を活かした学校一保護者一地域との様々な連携 ・ 協
力は 「社会に開かれた教育課程」 そのものであり, 決し
「社会に開かれた教育課程」 の理念の実現に向けたコミ ュニティ ・ スクールにおけるカリキュラム・ マネジメ ントの検討
て真新しいものではないこと, カリキュラムを創り, 実
践化していく ための仕組みや発想がカリキュラム・ マネ
ジメ ントであること, 教職員全体の理解を深めるために
は, まだ馴染みが薄く, 今後の課題であるという認識を
有していた。
第二に, c s を活かしたカリキュラム ・ マネ ジメ ント
の実相として, 学校 ・ 地域双方が目指すものやお互いに
期待することの共有, ②ヵ リキユラムの創出, カリキュ
ラムを創り, 実践化するための組織や仕組みづく りとそ
の支援という営みが見出された。
第三に, c s を活かしたカリキュラム ・ マネジメ ント
の課題と展望として, 全教職員及び保護者 ・ 地域におけ
る共通理解の促進, 地域との連携 ・ 協力の捉え直し, 連
携 ・ 協力の目的や内容の精査と精選と働き方改革 (業務
改善) が見出された。
本事例の検討及び先行研究の知見より, 「社会に開か
れた教育課程」 の理念を実現に向けたコミ ュニティ ・ ス
クールにおけるカリキュラム・ マネジメ ントについて, 
第一義的目的は, 学校教育の主対象者である子どもの成
長 ・ 発達を支援することであるが, それだけではない。 
筆者らが先行して実施した調査で明らかにしてきたよう
に, Y小学校に c s が設置されたこ とによって, 子ども
の成長 ・ 発達だけでなく, それに関わる大人の学びや, 
特に人と人とのつながりという側面における地域の活性
化という目的も合わせ持つ。 そのことは, 「地域を再生
する起爆剤と して入つてきたんだろう な。(中略) コミ ュ
ニティ ・ スクール構想というのを活性化させていく こと
が色んな地域の活性化につながっていく んだろう な」 と
いうc 主幹教論の語りからも伺える。 すなわち, コミ ュ
ニティ ・ スクールには, 学校 ・ 子どもと地域を取り結び, 
両者共にメ リ ット を享受し得るカリキュラムを創出する
役割が求められることが示唆される。
最後に, 本稿の今後の課題として3 点挙げる。 第一に, 
本稿では, Y小学校の管理職と ミ ドルリ ーダーの語り
(認識) に基づき, CS を活かしたカリキュラム・ マネジ
メ ントの実相に追まることを目的としたが, 個別具体的
な教育課程 (教育実践・ 活動) の内容 ・ 成果・ 課題を具
体的に掘り下げるまでは至らなかった。 今後は, 計画か
ら実践 ・ 反省といった一連のプロセスについて, 具体的
に聞き取り, 観察することによって, これらの点を明ら
かにする必要がある。 第二に, 第一の営みと合わせて, 
Y小学校が目指す 「社会に開かれた教育課程」 の理念や
c s を活かしたカリキュラム ・ マネジメ ントの意味 ・ 意
義に対する全教職員の共通理解が深まるための要因を明
らかにする必要がある。 第三に, c s を活かしたカリキュ
ラム・ マネジメ ントの推進によって派生する諸課題の解
消 ・ 低減の方策について明らかにする必要がある。 
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